
予算を可決
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市
税
、
地
方
交
付
税

の
減
額
、
競
艇
事
業
の
赤
字
が

見
込
ま
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
財

源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
中
、
財

源
に
見
合
っ
た
歳
出
予
算
と
す

る
た
め
に
、
経
常
経
費
の
削
減

に
努
め
る
と
と
も
に
、
少
子
高

齢
化
の
対
応
、
都
市
基
盤
整
備
、

産
業
活
性
化
施
策
、
自
然
環
境

の
保
全
な
ど
、
緊
急
性
、
必
要

性
を
優
先
さ
せ
て
、
各
々
の
事

業
に
支
障
の
な
い
よ
う
予
算
編

成
に
務
め
た
。

市
税
の
減
額
要
因
は
、
景
気

低
迷
の
影
響
や
企
業
の
転
出
等

で
あ
り
、
現
下
の
経
済
状
況
で

は
増
収
を
図
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
将
来
を
見
据
え
て
の
施
策

と
し
て
、
産
業
の
活
性
化
を
展

開
し
て
い
く
。

昨
年
の
九
月
十
六
日

・
二
十
三
日
の
休
日
が
連
続
し

た
月
曜
日
に
、
関
係
者
の
協
力

を
得
て
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
臨
時

収
集
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
大

変
好
評
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

平
成
十
五
年
度
は
、
燃
え
る
ゴ

ミ
の
収
集
日
が
祝
日
等
休
日
に

な
っ
た
場
合
で
も
、
月
曜
日
あ

る
い
は
火
曜
日
は
、
休
ま
ず
収

集
を
行
い
、
市
民
の
衛
生
環
境

や
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

ま
た
、
古
紙
等
の
再
生
資
源

の
収
集
は
、
四
週
で
二
回
行
わ

れ
て
い
る
が
、
祝
日
等
に
あ
た

っ
て
も
、
収
集
回
数
を
減
ら
さ

な
い
よ
う
、
収
集
日
の
振
り
替

え
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

競
艇
事
業
の
平
成
十

五
年
度
の
収
支
見
込
み
は
、
現

在
の
売
上
動
向
か
ら
見
る
と
、

黒
字
に
な
る
の
は
大
変
厳
し
い

状
況
と
予
測
し
て
お
り
、
繰
出

金
は
見
込
め
な
い
状
況
で
あ
る
。

競
艇
事
業
の
赤
字
が
、
今
後
累

積
し
て
い
か
な
い
よ
う
に
、
ナ

イ
タ
ー
レ
ー
ス
開
催
日
の
増
加

や
場
外
発
売
、
電
話
投
票
な
ど

の
営
業
努
力
を
重
ね
、
事
業
収

支
の
改
善
を
目
指
し
、
少
し
で

も
売
上
向
上
に
努
力
し
た
い
。

な
お
、
平
成
十
五
年
度
に
つ

い
て
は
、
百
二
十
八
日
開
催
の

官
報
告
示
が
す
で
に
な
さ
れ
て

お
り
、
開
催
に
向
け
て
鋭
意
努

力
し
て
い
き
た
い
。

北
関
東
自
動
車
道
の

事
業
進
ち
ょ
く
状
況
は
、
全
長

約
百
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
対

す
る
供
用
率
は
四
十
五
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る
。
未
供
用
区
間
の

約
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
用
地

取
得
率
は
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
栃
木
県
境
ま
で

の
県
内
の
未
供
用
区
間
の
用
地

取
得
は
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
近
く

と
聞
い
て
い
る
。

な
お
、
全
線
の
開
通
時
期
に

つ
い
て
は
、
一
切
公
表
さ
れ
て

な
い
。
今
後
と
も
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
等
を
通
じ
、
早
期
の

全
線
供
用
開
始
に
向
け
、
要
望

活
動
等
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
は
、
各
小
学
校
区
に

一
ク
ラ
ブ
設
置
を
目
標
に
整
備

を
進
め
て
い
る
。
平
成
十
五
年

度
か
ら
新
た
に
二
ク
ラ
ブ
が
設

置
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
全
部

で
十
一
ク
ラ
ブ
に
な
り
、
四
月

か
ら
は
す
べ
て
の
ク
ラ
ブ
が
余

裕
教
室
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
ク
ラ
ブ
未
設
置
の
三
小

学
校
区
に
つ
い
て
も
、
今
後
開

設
に
努
め
て
い
く
。

平
成
十
五
年
度
の
桐

生
市
分
の
建
設
は
、
県
か
ら
五

十
床
新
設
の
決
定
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
建
設
希
望
者
を
募
集

し
て
、
桐
生
市
高
齢
者
福
祉
施

設
建
設
等
検
討
委
員
会
で
、
審

査
を
行
い
、
県
に
報
告
し
た
と

こ
ろ
、
設
置
者
に
邦
知
会
が
決

定
さ
れ
た
。
こ
の
ホ
ー
ム
の
規

模
は
、
特
養
五
十
床
、
ケ
ア
ハ

ウ
ス
二
十
床
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
二
十
床
と
い
う
規
模
で
あ
り
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
も
行
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
開
設
は
平
成

十
六
年
四
月
の
予
定
で
あ
る
。

こ
の
建
設
で
、
市
内
の
整
備
状

況
は
五
百
四
十
床
と
な
る
。

マ
イ
ナ
ス
予
算
編
成
に
よ
る

各
事
業
へ
の
影
響
と

市
税
減
少
の
要
因
は

ゴ
ミ
収
集
と

リ
サ
イ
ク
ル
資
源
収
集
は

競
艇
事
業
の
見
込
み
は

北
関
東
自
動
車
道
の

今
後
の
見
通
し
は

学
童
保
育
の
状
況
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
計
画
は
　

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

（
桐
生
競
艇
場
）

（
伊
勢
崎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）

（市議会議事堂）
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昨
年
の
八
月
の
第
一

次
稼
働
に
引
き
続
き
、
八
月
二

十
五
日
か
ら
始
ま
る
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
第
二
次

稼
動
で
は
、「
住
民
票
の
広
域
交

付
」「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

交
付
」「
転
入
・
転
出
の
手
続
き

特
例
」
が
加
わ
る
予
定
で
あ
り
、

既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
、

第
二
次
稼
動
に
対
応
を
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
戸
籍
関
係
の
届
出
時

の
本
人
確
認
は
、
書
類
審
査
の

み
で
、
届
出
人
の
本
人
確
認
を

行
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
不

正
な
届
出
が
全
国
的
に
発
生
し

て
い
る
状
況
か
ら
、
今
後
調
査
、

研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

平
成
十
五
年
度
か
ら

新
た
に
県
と
市
で
協
調
し
て
行

う
事
業
で
あ
り
、
地
域
の
実
情

に
沿
っ
た
商
店
街
振
興
策
を
立

案
す
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る

商
店
街
づ
く
り
を
積
極
的
に
行

う
地
区
を
選
定
し
、
空
き
店
舗

活
用
事
業
や
商
店
街
イ
ベ
ン
ト

事
業
な
ど
に
対
し
て
、
最
長
三

年
間
の
支
援
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
平
成
十
五
年
度
の
モ
デ
ル

地
区
は
、
本
町
一
丁
目
商
進
会
、

本
町
二
丁
目
商
盛
会
、
桐
生
中

央
商
店
街
振
興
組
合
を
予
定
し

て
お
り
、
空
き
店
舗
活
用
事
業

の
実
施
で
あ
る
。

○
桐
生
市
小
口
資
金
融
資
促
進

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

群
馬
県
小
口
資
金
融
資
促
進

制
度
要
綱
の
改
正
に
よ
り
、
平

成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
、
群

馬
県
と
市
町
村
の
協
調
制
度
で

あ
る
小
口
資
金
は
、
借
換
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
桐
生
市
の

小
口
資
金
に
つ
い
て
も
借
換
が

で
き
る
よ
う
に
条
例
の
一
部
改

正
を
行
う
も
の
。

施
行
日

平
成
十
五
年
四
月
一
日

○
桐
生
市
開
発
行
為
等
の
規
則

に
関
す
る
条
例
案

原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

都
市
計
画
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
い
、
人
口
十
万
人
以
上
の

都
市
に
お
い
て
は
、
市
街
化
調

整
区
域
に
か
か
る
開
発
行
為
の

規
制
に
関
し
て
、
条
例
の
定
め

が
必
要
と
な
り
、
新
た
に
条
例

の
制
定
を
行
う
も
の
。
開
発
行

為
の
区
域
は
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

目
的
は
産
業
振
興
、
居
住
環
境

の
改
善
、
そ
の
他
都
市
機
能
の

維
持
ま
た
は
増
進
に
著
し
く
寄

与
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

施
行
日

平
成
十
五
年
四
月
一
日

平成15年度
住
基
ネ
ッ
ト
と

届
出
時
の
本
人
確
認
は

モ
デ
ル
商
店
街
活
性
化

支
援
事
業
は

答
弁

答
弁

（市議会本会議）

反対討論  
　財源確保のため競艇事業の 
三課題解決に向けた努力、老 
朽化した市有施設の改修計画、 
おりひめバス事業、３０人以下 
学級の実現など評価できる。 
しかし、国の施策のあやまり 
による倒産と失業の増大、医 
療、年金、介護、雇用保険な 
ど社会保障の改悪の施策に対 
決する姿勢に欠ける。合併問 
題は、国の押し付けではなく、 
デメリットも示して住民本位 
に進める。北関東自動車道ア 
クセス道の利用と国道５０号線 
利用の時間的・経費的相違の 
調査研究不足、透明性を確保 
するための入札制度の改善、 
学童保育への市からの補助な 
ど、多くの課題があるので反 
対する。 

賛成討論  
　長引く不況から抜け出せな 
い厳しい経済状況の中、競艇 
事業からの繰入金が見込めず、 
市税や地方交付税の減少など 
により前年度予算を下回る財 
政状況であるが、少子高齢化 
に対応した特別養護老人ホー 
ムの完成と新たな建設、生き 
がい対応型デイサービス施設 
の増設、放課後児童クラブの 
開設、保育園の冷房機設置な 
どのほか、イタリアビエラ市 
との国際交流、北関東自動車 
道アクセス道路の整備、市有 
林整備、産業活性化のための 
各種事業、天満宮社殿や桐生 
明治館の保存修理等、将来を 
展望し、それぞれの施策が市 
民サイドに立った予算編成で 
あり評価できる。 

小
口
資
金
融
資
促
進
条
例

の
一
部
改
正
の
議
案

開
発
行
為
等
の
規
則
に

関
す
る
議
案

概
要

概
要

こ
の
定
例
会
で
、
可
決
さ

れ
た
主
な
議
案
の
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。


